
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 営農・経済職員向け農業（制度）資金説明会   

ＪＡ名 佐賀県信連 （佐賀県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

担い手の資金ニーズに対し、的確な資金提供（対応）を図るためには、初期対

応として最も担い手と接する機会が多い、営農・経済職員が農業（制度）資金お

よびＪＡバンク利子補給事業等の知識習得が必要と判断し、また、担い手の資金

ニーズ情報を信用部門に迅速に情報提供（共有）して頂くことを目的に開催しま

した。 

２ 概要  営農・経済職員向けに農業（プロパー・制度）資金およびＪＡバンク利子補給

事業の概要を説明するとともに、特に制度資金である農業近代化資金を活用する

際には、県の利子補給申請・承認まで一定期間を要し、承認前の事前着工が認め

られないことから、担い手に迷惑が掛からないように信用部門と連携のうえ、事

務処理を図っていくことの重要性を説明しました。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 ＪＡ（地区）毎に延べ１２回、２７５名に対し実施しました。 

 受講された担当者からは、担い手からの資金ニーズに対し、迅速に信用部門に

情報を提供するとともに連携して対応していくことが重要であるとの意見が多く

寄せられました。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 担い手からの資金ニーズに対し的確な資金提案（提供）が図られるように、 

今後も必要により同様の研修会を企画・実践していきたいと思っております。 

 

 

 


